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宋
代
両
漸
地
方
の
養
蚕
業
に
つ
い
て

｜
｜
特
に
そ
の
技
術
的
展
開
を
中
心
に
｜
｜

本

田

ム口、
V
J
S

l土

じ

め

（

1
）
 

養
蚕
織
絹
技
術
は
古
代
中
国
人
の
創
始
に
係
り
、
そ
の
開
始
は
股
代
と
も
仰
詔
期
と
も
い
わ
れ
る
。
秦
漢
時
代
に
は
華
北
（
山
東
河

南
）
、
長
江
中
下
流
域
（
湖
北
湖
南
、
江
蘇
）
、
四
川
（
成
都
）
の
各
地
方
で
養
蚕
織
絹
が
行
わ
れ
、
中
で
も
華
北
が
最
も
盛
ん
で
あ

（

2
）
 

っ
た
。
そ
の
後
、
漢
末
三
国
頃
か
ら
興
っ
た
四
川
地
方
の
所
謂
萄
錦
の
生
産
は
官
府
の
強
い
監
督
下
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
次
い
で

江
湖
地
方
が
南
北
朝
頃
か
ら
徐
々
に
発
達
し
、
唐
宋
時
代
に
は
、
河
北
山
東
、
四
川
、
両
漸
江
東
の
三
地
方
が
養
蚕
織
絹
業
地
帯
と
し

（

4
）
 

て
鼎
立
し
た
。
こ
う
し
た
生
産
の
地
域
的
集
中
と
共
に
特
殊
化
専
門
化
の
傾
向
も
見
ら
れ
、
河
北
山
東
、
四
川
両
地
方
が
高
度
の
技
術

あ
や
に
し
き

と
熟
練
を
要
す
る
綾
錦
等
の
生
産
、
即
ち
質
に
お
い
て
優
位
し
て
い
た
の
に
対
し
、
機
織
技
術
に
お
い
て
柏
や
歴
史
の
新
し
い
両
漸
江

つ

む

ぎ

ひ

ら

ぎ

ぬ

・

（

5
）

東
は
、
む
し
ろ
紬
絹
等
の
普
及
品
の
生
産
を
特
色
と
し
量
に
お
い
て
他
地
方
を
凌
駕
し
た
。
し
か
し
、
江
南
就
中
そ
の
中
心
た
る
両
所

41 

で
は
、
宋
室
の
南
波
を
起
点
に
人
口
の
増
加
、
都
市
の
発
達
、
土
地
利
用
の
高
度
化
が
一
層
進
行
す
る
に
伴
い
、
如
上
の
状
況
も
変
化

し
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
た
。
即
ち
、
織
絹
業
で
は
紬
絹
の
み
な
ら
ず
、
斐
州
の
羅
、
紹
興
の
綾
羅
等
の
如
き
技
術
的
に
も
高
度
な
も



42 

の
を
産
す
る
に
至
り
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
養
蚕
業
に
お
い
て
も
、
従
来
の
北
方
の
も
の
と
異
な
る
独
自
の
養
蚕
技
術
が
発
展
し
た
。

本
稿
は
、
如
上
の
発
展
を
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
養
蚕
業
の
生
産
過
程
、
特
に
養
蚕
技
術
の
展
開
に
問
題
を
限
定
し
て
そ
の
具
体
相
に

お
い
て
考
察
し
、
明
清
時
代
諸
農
書
及
び
近
代
中
国
養
蚕
業
に
関
す
る
文
献
に
看
取
し
得
る
「
江
南
型
」
と
も
言
う
べ
き
技
術
水
準
の

祖
型
の
完
成
を
述
べ
る
。
そ
の
際
、
根
本
史
料
と
し
て
は
南
宋
初
期
の
陳
事
農
書
を
用
い
、
必
要
に
応
ビ
て
、
同
時
代
北
方
農
書
記
載

の
技
術
に
言
及
し
、
両
漸
養
蚕
技
術
の
先
進
性
を
述
べ
る
。
以
下
、
桑
の
品
種
の
多
様
化
と
湖
桑
の
出
現
、
種
権
・
圧
燦
・
挿
木
三
種

の
桑
苗
育
成
法
の
確
立
、
施
肥
技
術
、
勢
伐
整
枝
技
術
と
低
樹
幹
密
植
栽
培
に
見
え
る
集
約
的
桑
闇
管
理
技
術
の
発
達
、
桑
樹
の
栽
培

山
栽

（

7
）
 

栽
桑
技
術
の
優
秀
さ
は
両
漸
養
蚕
業
最
大
の
持
長
で
あ
り
、
そ
の
評
価
の
高
さ
は
明
治
以
降
の
日
本
人
報
告
書
の
一
致
す
る
所
で
あ

桑

地
目
に
お
け
る
宋
と
明
清
と
の
相
違
、
四
眠
一
化
性
蚕
飼
育
の
普
及
、
溢
暖
育
、
採
種
技
術
の
諸
項
に
就
い
て
検
討
す
る
。
尚
、
蚕
具

と
そ
の
効
能
の
南
北
比
較
、
製
糸
過
程
等
の
幾
つ
か
の
項
目
に
就
い
て
は
割
愛
し
た
。

山
桑
の
種
類

る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
評
価
の
対
象
た
る
諸
技
術
が
略
ぼ
宋
代
に
出
揃
う
事
を
指
摘
す
る
。
ま
た
桑
葉
の
日
常
的
売
買
、
桑
苗
の
商

（

8
）

（

9
）
 

品
化
、
桑
圃
の
小
作
な
ど
も
以
下
述
べ
る
技
術
水
準
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

養
蚕
の
原
始
的
段
階
に
あ
っ
て
は
、
自
然
生
の
桑
が
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
養
蚕
業
の
発
達
に
伴
な
っ
て
淘
汰

お

ぐ

わ

め

寸

わ

改
良
さ
れ
、
そ
の
種
類
を
増
し
て
い
っ
た
。
後
貌
、
責
思
郷
の
斉
民
要
術
団
第
四
十
桑
柘
に
は
、
栂
、
女
桑
（
横
桑
）
、
堅
桑
（
山
桑
）

の
外
、
桑
の
二
大
原
種
た
る
魯
桑
、
刑
桑
の
名
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
が
宋
末
元
初
頃
に
は
種
類
も
著
し
く
増
加
し
て
い
た
様
で
、
農

桑
輯
要
説
、
栽
桑
、
論
桑
種
に
は
「
桑
種
甚
多
、
不
可
偏
挙
」
と
あ
る
。
事
実
、
宋
代
諸
童
日
に
散
見
す
る
種
類
は
斉
民
要
術
記
載
の
も
の



を
除
い
て
も
十
五
種
類
に
上
る
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
明
清
時
代
、
両
漸
地
方
で
最
も
広
く
裁
植
さ
れ
た
優
良
品
種
で
あ
る

湖
恥
炉
既
に
見
え
て
い
る
（
南
宋
、
陸
瀞
、
剣
南
詩
稿
鳩
一
一
一
散
歩
至
三
家
村
、
同
書
時
四
暁
賦
）
。
ま
た
、
嘉
泰
呉
輿
志
持
一
一
、
夢
梁
録

崎
一
所
載
の
青
桑
、
自
桑
も
同
ピ
く
湖
桑
系
の
品
種
と
さ
れ
て
い
る
。
農
桑
輯
要
当
栽
桑
、
地
桑
に
は
「
桑
種
有
早
生
者
、
遅
生
者
」

と
あ
り
、
早
生
種
と
遅
生
種
（
一
般
種
）
と
の
区
別
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

ω桑
苗
育
成
法

「宋代両漸地方の養蚕業について」

同
種
植
法

種
植
法
と
は
実
播
法
で
、
陳
募
農
書
碍
種
桑
之
法
篇
第
一
に
は
、
播
種
か
ら
桑
園
へ
の
定
植
ま
で
を
三
段
階
に
分
け
周
到
な
技
術
を

展
開
し
て
い
る
。
以
下
、
同
書
の
記
述
に
従
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

く
わ
の
み

〔
収
植
〕
先
づ
、
植
は
美
桑
の
梅
を
択
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
堅
く
特
大
な
も
の
が
よ
く
、
種
け
ば
幹
は
強
美
、
葉
は
肥
厚

ぷ

し

い

岳

と
な
ろ
う
、
植
を
採
取
し
た
ら
一
晩
柴
灰
に
海
援
し
、
翌
日
、
水
洗
し
て
軽
枇
、
不
実
な
も
の
を
除
き
、
堅
実
な
植
を
択
ぶ
。
次
に
、

天
日
に
曜
し
て
乾
燥
さ
せ
る
が
、
乾
燥
し
過
ぎ
な
い
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
く
こ
言
え
た
ル
EJ

〈
わ

〔
苗
床
、
播
種
〕
預
め
肥
壌
土
を
択
ん
で
、
担
う
ち
、
施
肥
す
る
こ
と
三
四
回
。
転
踏
し
て
柏
や
緊
平
な
ら
し
め
、
地
面
に
均
し
く
一

寸
許
り
の
厚
さ
に
細
沙
を
布
く
。
然
る
後
、
沙
上
に
均
し
く
植
を
布
く
。
疎
密
そ
の
所
を
得
さ
し
め
、
下
き
了
れ
ば
、
そ
の
上
に
薄
く

（
こ
う
し
て
お
け
ば
、
土
壌
は
）
疎
爽
で
構
も
芽
葉
を
生
む
易
く
、
根
は
漸
々
先
に
踏
実
し
て
お
い
た
肥
壌
中

う
ね
は
ぽ

に
下
り
て
長
茂
し
易
い
。
畦
聞
は
三
尺
、
長
さ
は
適
当
に
す
る
。

細
沙
を
以
っ
て
蓋
う
。

一
畦
に
四
行
播
種
す
れ
ば
、
湊
濯
に
便
利
で
除
草
し
易
い
。
畦
の
上

に
わ
か
ひ
で
り

に
高
さ
三
尺
の
棚
を
作
り
、
そ
の
上
を
薄
く
草
で
蓋
う
。
葺
の
棚
の
如
く
し
て
、
梅
雨
の
連
雨
や
忽
暴
日
欄
に
損
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
。
苗

43 

長
が
三
五
寸
に
な
る
の
を
待
っ
て
、
根
幹
の
四
芳
の
撲
の

小
な
枝
葉
を
別
摘
し
、
直
上
の
標
葉
の
み
残
す
。
五
七
日
に
一
回
小
便
を
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水
で
解
い
て
議
沃
す
れ
ば
長
茂
し
易
い
。
‘
以
上
が
第
一
段
で
あ
る
。

ひ
あ
た
り
よ
〈
し
め
り
け
が
あ
り
さ
え
た

〔
移
植
〕
そ
の
年
の
八
月
中
旬
、
陽
顕
、
滋
潤
、
肥
沃
の
地
を
択
ん
で
深
く
単
7
ち
し
、
肥
空
白
で
焼
い
た
土
糞
を
施
せ
ば
、
れ
川
町
に
も

ぬ

か

る

み

み

ず

た

ま

り

ひ

で

り

（
土
壌
は
）
疎
爽
で
泥
加
、
注
湘
と
な
ら
な
い
し
、
久
乾
に
も
竪
硬
、
碍
硝
と
な
ら
ず
、
甚
し
い
霜
雪
に
も
礎
凍
、

う

ね

う

ね

み

ぞ

ま

7
h
－

．
聾
畦
、
溝
町
は
疎
密
そ
の
所
を
得
さ
し
め
、
然
る
後
に
桑
苗
を
恥
起
す
。

凍
直
す
る
こ
と
が
な
い
。

？
レ
愉
叩
こ

zん

（
桑
苗
は
）
根
元
の
所
で
幹
を
除
き
、
根
は
命
根
を
切
り
四

芳
根
の
み
残
す
ρ

三
本
を
合
わ
せ
て
一
株
と
為
し
、
品
の
字
様
に
す
る
。
別
に
長
さ
三
尺
、
脚
栂
指
大
の
竹
簡
で
節
を
除
い
た
も
の

を
株
に
繋
縛
し
て
、
三
尺
間
隔
に
植
え
れ
ば
、
竹
筒
が
朽
腐
す
る
頃
に
は
三
幹
は
合
し
て
一
幹
と
な
り
、
三
根
で
一
幹
を
隣
け
る
。
竹

制
圧
線
法

竹
簡
は
一
本
毎
に
筒
口
を
瓦
子
で
蓋
い
、
雨
水
が
入
漬
し
て
燭
る
の
を
防
ぐ
。
議
濯
す
る
時
は
瓦
子
を
取
っ
て
小
便
を
注
げ
ば
、
直
ち

に
根
底
に
至
る
。
注
ぎ
終
れ
ば
亦
た
瓦
子
で
筒
口
を
蓋
う
。
棚
は
必
ず
し
も
作
ら
な
い
。
ま
た
、
時
々
幹
の
四
芳
の
枝
葉
を
摘
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
を
炉
芽
と
謂
う
。
其
の
力
を
分
け
て
幹
の
発
育
を
害
す
る
を
恐
れ
る
た
め
で
あ
る
。
以
上
が
第
二
段
で
、
こ
の

後
（
翌
年
正
月
上
旬
）
に
桑
田
に
定
植
す
る
。

桑
苗
の
育
成
法
の
二
番
目
は
圧
健
法
即
ち
取
木
法
で
あ
る
。
陳
事
農
書
碍
種
桑
之
法
篇
第
一
に
は
「
又
有
一
種
海
桑
、
本
自
低
亜
、

若
欲
圧
焼
、
即
干
春
初
、
相
視
其
低
近
根
本
処
幌
、
以
竹
木
鈎
鈎
釘
地
中
、
上
以
肥
潤
土
培
之
、
不
三
両
月
生
根
失
、
次
年
撃
断
徒
植
、

尤
易
干
種
植
也
」
と
あ
り
、
春
初
に
根
元
に
近
い
僚
を
竹
鈎
で
地
中
に
固
定
し
、
そ
の
上
を
肥
潤
な
土
で
培
土
す
る
。
コ
一
両
月
を
待
た

ず
し
て
根
が
生
U
、
翌
年
切
断
し
て
定
植
す
る
。
こ
の
方
法
が
種
植
法
に
比
べ
て
容
易
だ
と
い
う
の
は
、
技
術
的
容
易
さ
に
加
え
て
、

育
成
期
聞
が
短
い
点
に
因
る
。
斉
民
要
術
は
「
概
し
て
植
》
ら
の
実
生
は
生
長
が
遅
く
、
圧
枝
の
生
長
の
速
か
な
る
に
及
ば
な
い
。
圧

枝
の
裁
が
手
に
入
ら
な
い
時
に
、
止
む
を
え
ず
権
か
ら
実
生
す
る
」
と
そ
の
利
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
南
宋
、
陸
瀞
の
剣
南
詩
稿
吐
、



初
冬
絶
句
に
も
「
圧
桑
接
果
有
新
園
」
と
あ
り
、
新
造
成
の
桑
田
に
圧
燥
に
依
る
桑
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

ω嫁
桑
法

嫁
桑
法
と
は
挿
木
法
を
指
し
、
そ
の
名
称
は
宋
、
呉
横
、
種
事
必
要
に
見
え
る
。
陳
事
農
書
に
は
記
述
な
く
、
農
桑
輯
要
卦
裁
桑
の
栽

保
及
び
栽
桑
梢
の
両
項
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
同
書
、
栽
僚
の
項
に
従
え
ば
、
そ
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
職
月
（
十
二
月
）
中

か
す

に
肥
長
な
魯
桑
の
候
を
三
二
本
い
っ
し
ょ
に
研
り
、
そ
の
頭
部
を
微
々
か
に
焼
き
、
四
十
五
本
を
以
っ
て
一
束
と
な
し
、
南
向
き
の
坑

「宋代両漸地方の養蚕業について」

に
臥
し
て
覆
土
す
る
。
翌
年
の
春
分
以
後
、
取
り
出
し
て
植
え
る
。
芽
僚
が
長
高
と
な
れ
ば
、
傍
枝
を
研
去
し
、
三
年
で
成
樹
と
な
り

或
い
は
地
桑
（
後
述
）
と
な
る
。
こ
の
技
術
に
就
い
て
陳
聾
農
書
に
記
述
が
な
い
事
は
前
述
の
知
く
走
が
、
種
塞
必
要
に
は
「
湘
間
植

桑
斬
其
桑
、
而
栽
之
、
謂
之
嫁
桑
、
却
以
螺
殻
覆
其
項
、
恐
梅
岡
損
其
皮
故
也
、
二
年
即
盛
」
と
あ
り
、
宋
代
両
漸
で
は
嫁
桑
法
と
呼

ば
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
掃
穂
の
項
を
螺
殻
で
覆
う
の
は
、
頭
部
を
焼
く
の
と
同
様
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、
湿
潤
な
江
南
の
気
候

に
適
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(3) 
施

肥

施
肥
は
桑
の
葉
質
、
収
量
に
影
響
す
る
重
要
な
作
業
の
一
つ
で
あ
る
。
南
宋
、
程
泌
の
沼
水
集
寸
二
、

壬
申
富
陽
勧
農
に
は
「
此
邦

之
人
一
、
重
於
糞
桑
、
軽
於
塞
田
」
と
あ
り
、
抗
州
富
陽
県
の
農
民
は
稲
田
へ
の
施
肥
よ
り
も
桑
圃
へ
の
施
肥
を
重
要
視
し
て
い
た
。
富

陽
県
は
後
に
富
陽
桑
と
い
う
優
秀
品
種
を
産
す
る
に
至
る
有
数
の
養
蚕
業
地
帯
で
あ
る
が
、
当
時
、
養
蚕
農
家
が
如
何
に
桑
へ
の
施
肥

に
注
意
を
払
っ
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。
陳
事
農
書
に
お
い
て
も
、
施
肥
は
そ
の
農
業
観
の
根
幹
を
為
す
も
の
で
、
桑
首
育
成
の
段
階
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か
ら
定
植
後
に
至
る
ま
で
処
々
に
施
肥
法
を
述
べ
て
い
る
。
先
づ
首
床
か
ら
桑
苗
を
桑
聞
や
官
植
す
る
際
は
、
七
尺
の
穴
を
掘
り
、
そ

の
六
七
分
に
砕
瓦
石
を
満
た
し
た
上
で
「
乃
下
肥
火
糞
三
両
担
干
穴
中
所
填
者
砕
瓦
石
上
」
と
あ
り
、
基
肥
に
火
糞
を
施
す
。
そ
の
数



走
了
、
か
月
後
に
は
、
樹
の
四
囲
に
大
木
を
打
込
ん
で
深
さ
三
四
尺
の
穴
を
十
数
個
作
り
、
そ
の
回
り
に
塘
勝
を
作
る
。

直
従
穴
中
下
至
根
底
、
即
易
発
旺
、
而
歳
久
難
擢
也
」
と
あ
乱
ぽ
に
施
肥
効
率
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。

「
貴
得
議
濯
時
不
流
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糞
且
蔭
注
四
芳
、

定
期
的
に
行
う
施
肥
に
は
巷
沢
と
関
根
糞
が
あ
る
。
署
沢
は
「
毎
歳
於
六
七
月
間
、
必
組
去
其
下
草
（
中
略
）
至
十
月
、
又
併
其
下
腐

草
敗
組
転
、
組
積
根
下
、
謂
之
署
積
、
最
浮
泥
肥
美
也
」
と
あ
り
、
除
草
を
兼
ね
た
緑
肥
で
あ
る
。
次
に
関
根
糞
は
「
至
来
年
正
月
間
、

え
だ
お
ろ
し

研
別
去
枯
擢
細
枝
（
中
略
）
縫
研
了
、
便
姐
関
根
下
糞
之
、
謂
之
関
根
糞
」
と
あ
り
、
正
月
勇
伐
の
直
後
に
行
わ
れ
る
。
肥
料
の
種
類

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
陳
事
農
書
に
お
け
る
基
本
肥
料
で
あ
る
火
糞
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
外
に
住
居
近
く
に
槽
離
の
如
く
疎
植
し
苧

も

み

が

ら

わ

ら

を
間
作
す
る
場
合
の
肥
料
と
し
て
、
穀
殻
・
腐
藁
・
敗
葉
を
炊
事
に
使
っ
た
下
水
に
貯
え
て
腐
欄
さ
せ
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上

ご
ま
か
す

の
知
く
自
給
肥
料
の
み
で
、
同
書
坤
の
水
稲
栽
培
に
使
用
さ
れ
て
い
る
麻
枯
、
石
灰
等
の
所
謂
金
肥
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
明
、
沈
氏

凶
前
押
伐
整
枝
｜
｜
t

低
樹
幹
密
植
栽
培
へ
｜
｜

農
室
孟
に
「
家
不
興
少
心
斉
、
桑
不
興
少
河
泥
」
と
あ
り
、
漸
江
独
特
の
天
与
の
肥
料
で
あ
る
河
泥
は
、
蘇
州
で
稲
田
に
客
土
さ
れ
て

（
初
）

い
た
が
、
桑
園
へ
の
利
用
は
明
ら
か
で
な
い
。

桑
は
本
来
喬
木
で
あ
る
か
ら
、
自
然
の
生
長
に
放
置
す
れ
ば
大
樹
と
な
る
。
喬
木
仕
立
法
が
略
ぽ
そ
れ
に
近
い
。
こ
の
仕
立
法
で
は

他
に
比
べ
て
管
理
が
簡
単
で
あ
る
反
面
、
単
位
面
積
当
り
の
収
穫
が
少
く
、
老
樹
と
も
な
れ
ば
葉
質
が
低
下
し
、
高
樹
丈
の
た
め
採
葉

に
労
力
を
要
す
る
等
の
不
都
合
な
面
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
発
芽
前
に
枝
僚
を
勢
伐
し
て
一
定
の
樹
丈
、
樹
型
に
仕
立
て
、
採
葉
の
便

（忽）

を
図
る
と
共
に
新
梢
の
出
を
促
す
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
の
作
業
が
男
伐
整
枝
で
、
既
に
斉
民
要
術
に
は
、
秋
の
苦
研
（
思
い
き
っ
て

お
ろ剥
す
）
と
冬
春
の
省
剥
（
控
え
目
に
剥
す
）
と
の
二
種
が
見
え
る
。
陳
豪
農
書
碍
種
桑
之
法
篇
第
一
に
は
「
正
月
間
、
研
別
去
枯
擢
細

枝
、
雄
大
健
之
長
者
、
亦
研
去
其
半
、
即
気
渡
市
葉
濃
厚
失
」
と
あ
る
様
に
、
勢
伐
の
対
象
は
細
枝
か
ら
大
燥
の
半
ば
に
及
ぶ
か
な
り
徹
底



し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
意
図
は
葉
質
・
収
量
の
向
上
に
あ
り
、
省
力
効
果
に
就
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
農
桑
輯
要
ヰ
一
栽
桑
、
科
研

に
は
、
金
末
元
初
の
北
方
農
書
の
士
農
必
要
を
引
い
て
、
研
樹
と
は
樹
の
中
心
部
の
枝
を
除
き
、
人
が
独
り
斧
を
振
え
る
だ
け
の
空
間

を
作
る
こ
と
で
、
そ
う
す
れ
ば
採
葉
の
際
に
高
机
を
負
担
し
桑
樹
の
上
下
を
透
る
の
と
比
べ
て
、

一
人
で
数
人
の
功
に
匹
敵
す
る
と
あ

る
。
意
図
す
る
省
力
効
果
が
喬
木
桑
を
前
提
と
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ら
ば
宋
代
両
所
地
方
の
男
伐
整
枝
技
術
は
よ
り
組

放
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
南
宋
、
徽
川
休
寧
の
人
程
大
昌
の
続
繁
繁
露
時
桑
無
附
枝
に
は
「
蚕
月
篠
桑
、
釈
者
日
、
研
取
其
保

「宋代両漸地の蚕業について」

而
撮
葉
以
用
也
、
今
斯
桑
則
然
、
歳
生
歳
伐
、
率
皆
調
行
低
幹
、
無
有
高
二
丈
者
、
五
口
徽
之
桑
則
高
失
、
必
得
梯
葉
乃
可
採
、
不
勢
其

保
也
」
と
あ
る
様
に
両
漸
地
方
の
桑
は
、
保
取
り
で
あ
る
上
に
毎
年
男
伐
が
加
え
ら
れ
、
低
い
樹
丈
（
低
幹
）
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、

株
間
隔
も
密
（
調
行
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
農
桑
輯
要
の
言
う
意
味
で
の
努
伐
は
無
用
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
続
演
繁
露
に
言
う
如
く
樹
丈

と
株
間
隔
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
斉
民
要
術
で
は
「
十
歩
一
樹
」
、
農
桑
輯
要
玲
栽
桑
、
布
行
桑
で
は
「
閤
八
歩
一
行
、
行
内
相

去
四
歩
一
樹
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
陳
事
農
書
一
げ
で
は
「
毎
相
距
二
丈
許
」
と
あ
り
、
密
植
化
の
傾
向
を
認
め
得
る
。
拳
式
仕
立
法
に

就
い
て
の
記
述
が
初
見
す
る
明
、
沈
氏
農
室
田
坤
で
は
「
以
稀
為
責
、
縦
横
各
七
尺
」
と
更
に
狭
ま
る
。

（お）

以
上
と
は
別
に
、
当
時
、
洛
陽
、
河
東
地
方
に
現
在
の
根
刈
仕
立
法
に
相
当
す
る
低
樹
幹
栽
培
法
（
剥
桑
法
）
が
あ
り
、
河
北
、
山

（お）

東
地
方
に
は
一
畝
当
り
植
付
数
百
四
十
株
と

V
7密
植
栽
培
法
（
地
桑
法
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
後
世
の
各
種
仕
立
て
法
と
直
接

系
譜
的
に
結
び
つ
く
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

間
接
博
法
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接
博
と
は
接
木
を
指
し
、
桑
に
対
す
る
接
木
技
術
の
応
用
は
宋
代
に
始
ま
る
。
呉
権
、
種
審
必
要
に
は
「
穀
上
接
桑
、
其
葉
肥
大
」

か
じ
の
き

と
あ
り
、
同
じ
桑
科
に
属
す
る
穀
を
砧
木
に
用
い
て
い
る
。
陳
芽
農
童
日
時
種
桑
之
法
第
一
に
は
「
若
欲
接
博
、
即
別
取
好
桑
直
上
生
保
、
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不
用
横
垂
者
、
三
四
寸
長
裁
、
如
接
果
子
様
接
之
、
其
葉
倍
好
、
然
亦
易
衰
、
不
可
不
知
也
」
と
あ
り
、
陀
木
に
就
い
て
特
に
記
述
な

く
、
桑
を
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
に
は
続
い
て
「
湖
中
安
吉
人
皆
能
之
」
と
あ
り
、
当
時
、
湖
川
安
吉
県
地
方
の
農
民

が
接
木
技
術
に
長
じ
て
い
た
事
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
両
書
の
記
述
は
簡
単
に
過
ぎ
、
以
下
、
農
桑
輯
要
、
王
禎
農
書
に
従
っ
て

述
べ
る
。
先
づ
、
桑
の
接
木
が
行
わ
れ
る
に
は
、
桑
自
体
の
形
質
に
関
す
る
知
識
が
一
定
水
準
に
達
す
る
事
を
要
す
。
即
ち
接
木
の
効

果
が
十
分
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
接
穂
、
砧
木
と
な
る
べ
き
桑
の
種
類
は
各
々
限
定
さ
れ
る
。
農
桑
輯
要
当
栽
桑
、
論
桑
種
に
は
、
桑

の
二
大
原
種
た
る
刑
桑
は
「
多
植
」

「
葉
薄
市
尖
」

「
凡
枝
幹
候
葉
堅
勤
者
」

「
根
回
心
実
」

「
能
久
遠
」
と
あ
り
、
魯
桑
は
「
少
植
」

「
葉
円
厚
而
多
津
」

「
凡
枝
幹
候
葉
豊
腺
者
」

「
根
不
固
心
不
実
」

「
不
能
久
遠
」
と
あ
る
。
葉
質
、
収
量
か
ら
す
れ
ば
、
魯
桑
を
植

え
れ
ば
よ
い
訳
だ
が
、
植
が
少
い
。
そ
こ
で
「
荊
桑
之
候
葉
、
不
如
魯
桑
之
盛
茂
、
当
以
魯
桑
保
接
之
、
然
刑
桑
亦
司
接
魯
桑
」
と
あ

同
身
接
法
、

元
樹
（
砧
木
）
を
細
歯
の
鋸
で
大
人
の
肩
程
の
高
さ
の
処
で
切
断
し
、
断
面
の
両
端
の
皮
部
と
木
部
と
の
聞
を
小
万

る
様
に
、
剤
桑
の
実
生
苗
に
魯
桑
の
接
穂
を
接
木
す
る
事
に
依
っ
て
、
両
者
の
長
所
を
兼
ね
備
え
た
良
質
の
桑
首
を
比
較
的
確
実
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
王
禎
農
書
諸
種
植
篇
第
十
三
に
従
い
六
種
類
の
接
木
法
と
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

で
分
離
し
て
、
深
さ
一
寸
半
の
間
隙
を
作
っ
て
お
く
。
接
穂
は
長
さ
五
寸
、
そ
の
一
端
を
一
寸
半
程
削
っ
て
ヘ
ラ
状
に
し
、
先
に
作
つ

て
お
い
た
元
樹
の
空
隙
に
挿
入
す
る
。
最
後
に
手
術
箇
処
を
桑
皮
で
封
繋
し
、
牛
糞
と
泥
を
和
し
た
も
の
で
封
泥
し
詑
る
。

同
根
接
法
、
元
樹
を
地
面
か
ら
五
寸
許
り
の
処
で
鋸
切
す
る
外
、
身
接
法
に
同
ピ
。
封
泥
し
た
後
、
練
枝
で
囲
護
す
る
。

ω皮
接
法
、
小
刀
で
元
樹
の
樹
皮
面
を
八
字
様
に
剥
皮
し
、
接
穂
を
皮
肉
相
い
向
う
様
に
挿
入
す
る
。
封
護
は
前
法
に
同
ピ
。
接
穂

の
発
茂
を
倹
ち
、
元
樹
の
枝
茎
を
（
手
術
箇
処
の
上
部
で
）
切
断
す
る
。

ゆ
枝
接
法
、
皮
接
法
に
同
ピ
。
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川
開
醤
接
法
、
こ
の
方
法
は
小
樹
に
適
す
る
。
元
樹
の
横
枝
は
一
尺
許
り
を
残
し
て
切
断
し
て
お
く
。
次
に
接
樹
枝
僚
の
新
芽
の
周
囲

方
半
寸
程
の
樹
皮
を
剥
ぎ
取
る
。

一
日
一
、
之
を
口
中
に
含
み
湿
ら
せ
た
上
、
取
り
出
し
て
横
枝
上
に
張
付
け
湿
痕
を
印
す
。
そ
の
痕
跡

を
万
尖
で
な
ぞ
っ
て
樹
皮
を
剥
ぎ
、
そ
の
凹
面
に
先
の
新
芽
を
着
け
た
樹
皮
を
最
め
込
む
。
手
術
箇
処
の
上
下
を
桑
皮
で
緊
繋
し
、
牛

附
桑
樹
の
栽
培
地
目

糞
泥
で
塗
護
す
る
。

的
搭
接
法
、
実
生
苗
を
地
面
か
ら
三
寸
許
り
で
切
断
し
、
削
っ
て
馬
耳
状
に
す
る
。
接
穂
も
馬
耳
状
に
削
り
、
両
者
を
相
着
し
て
封

繋
す
る
。

宋
代
、
両
漸
地
方
で
は
桑
園
は
ど
の
様
な
地
目
に
営
な
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
宋
、
韓
元
吉
、
南
澗
甲
乙
稿
閥
、
論
田
畝

敷
和
賀
状
に
は
「
以
田
畝
論
之
、
有
水
田
、
有
平
田
、
有
高
田
、
以
園
地
論
之
、
有
平
桑
、
有
山
桑
、
有
陸
地
、
有
竹
脚
、
有
柴
様
」

と
あ
り
、
税
制
上
、
桑
圃
は
平
桑
、
山
桑
の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
、
共
に
上
位
分
類
の
「
地
」
に
属
し
て
い
た
。
平
桑
と
山
桑
と
の
相

（幻）

異
点
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
田
の
平
田
、
高
田
に
対
応
し
て
お
り
、
位
置
の
高
低
に
依
る
分
類
と
考
え
ら
れ
る
。
明
、
正
徳
蘭
似
知
県
志

（お）

坤
所
載
の
南
宋
経
界
法
実
施
時
に
お
け
る
妻
州
蘭
お
県
の
地
目
別
頃
畝
統
計
に
は
、
山
桑
一
七
、
九
三
コ
一
畝
が
見
え
る
が
、
平
桑
の
項

は
無
い
。
当
時
、
蘭
斜
地
方
で
は
桑
聞
は
平
野
部
に
で
は
な
く
、
山
麓
帯
に
拓
か
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
ヒ
く
韓
元

吉
の
南
澗
甲
乙
稿
守
、
建
康
府
勧
農
文
に
も
「
山
雄
多
、
惟
茶
果
之
植
、
其
負
山
之
原
、
可
嚢
桑
柘
者
、
未
如
江
漸
之
美
也
」
と
あ
り
、

山
郷
の
負
山
の
原
に
桑
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
山
麓
帯
に
お
け
る
桑
圃
の
発
達
が
江
湖
に
著
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（却）

以
上
の
如
き
山
と
桑
固
と
の
相
関
々
係
は
、
略
、
ぽ
宋
代
両
漸
地
方
の
養
蚕
業
地
帯
一
般
に
妥
当
す
る
。
例
え
ば
、
養
蚕
業
の
一
大
中
心

地
で
専
業
養
蚕
農
家
か
ら
桑
圃
数
十
畝
を
有
す
る
富
室
が
い
た
と
い
う
湖
州
に
就
い
て
、
嘉
泰
呉
血
（
志
唯
一
に
は
「
本
郡
山
郷
、
以
蚕
桑
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湖州‘｜ 単位＝頃 % 嘉輿府

烏程県 田 7 282 65 嘉輿県 回 8 047 92 

地 833 7 士也 668 8 

山 2,688 24 山 。 。
蕩 455 4 蕩 40 。

11 258 100 8, 755 100 

帰安県 回 6,294 67 秀水県 田 5 744 90 

地 1,018 11 地 450 7 

山 1,313 14 山 。 。
蕩 779 8 蕩 251 3 

9 404 100 6,445 100 

長興県 回 7, 182 52 嘉善県 田 5 904 94 

地 1 022 7 地 108 2 

山 5,393 39 山 。 。
蕩 398 2 蕩 256 4 

13,915 100 6,268 100 

徳清県 田 4,056 71 海塩県 回 5,248 83 

地 799 14 地 759 12 

山 340 5 山 175 3 

蕩 556 10 蕩 162 2 

5, 751 100 6,344 100 

武康県 田 1,387 26 石門県 田 2 927 58 

地 436 8 地 2,069 41 

山 3,203 61 山 。 。
蕩 248 5 蕩 25 1 

5,274 10日 5 021 100 

安吉州 回 1,977 25 平湖県 田 4,442 83 

地 758 10 

山 5, 111 64 

地 826 15 
山

96 2 
蕩

蕩 119 1 5 364 100 

7 965 100 桐郷県 回 4,309 83 

孝豊県 田 1, 191 16 地 882 17 

地 563 7 山 3 。
山 5,933 77 蕩 12 。
蕩 14 。 5,206 100 

7, 701 100 乾隆漸江通志巻67～70
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為
歳
計
」
と
あ
る
。
更
に
こ
ま
か
く
見
れ
ば
、
養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、
州
の
西
北
部
の
武
康
、
安
吉
岡
県
で
あ
り
、
両
県
に

お
け
る
山
の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
次
に
嘉
興
府
（
宋
代
の
秀
州
）
に
就
い
て
見
る
と
、
山
の
占
め
る
割
合
は
極
め

て
低
い
。
南
宋
、
程
倶
の
北
山
小
集
せ
一
、
乞
免
秀
州
和
買
絹
奏
状
に
「
蘇
、
秀
両
州
郷
村
、
自
前
例
種
水
田
、
不
栽
桑
柘
、
毎
年
人
戸

輸
納
夏
税
物
南
無
所
産
、
多
被
行
販
之
人
、
預
於
起
納
目
前
、
往
出
産
処
杭
湖
郷
荘
、
財
価
械
撹
百
姓
合
納
税
物
」
と
あ
る
様
に
、
蘇
、

秀
両
州
で
は
水
稲
生
産
の
み
で
養
蚕
を
行
わ
ず
、
枕
湖
産
の
絹
を
仲
買
人
か
ら
購
入
し
税
絹
に
充
て
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
清
時
代

回
育

一
般
に
中
国
養
蚕
業
で
は
、
栽
桑
技
術
の
優
秀
さ
に
比
較
す
る
と
育
蚕
技
術
は
見
劣
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
代
科
学

蚕

に
な
る
と
蘇
州
の
南
か
ら
太
湖
南
岸
の
湖
州
、
嘉
興
府
を
経
て
杭
州
に
至
る
平
野
部
に
、
農
村
工
業
と
結
び
つ
い
た
養
蚕
業
が
興
り
、

逆
に
宋
代
養
蚕
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
方
は
衰
退
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
宋
代
両
漸
地
方
の
養
蚕
業
を
問

題
と
す
る
場
合
、
基
本
的
事
実
と
し
て
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

を
導
入
し
た
明
治
以
降
の
養
蚕
業
に
あ
っ
て
特
に
育
蚕
部
門
の
進
歩
が
著
し
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
近
代
以
前
の
中
国
養
蚕
業
に
お
い

て
育
蚕
技
術
の
進
歩
が
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば
、
四
眠
一
化
性
蚕
飼
育
は
栽
桑
部
門
に
お
け
る
湖
桑
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

山
蚕
の
種
類
｜
｜
四
眠
一
化
性
蚕
飼
育
の
起
源
｜
｜

中
国
に
お
け
る
蚕
の
種
類
の
分
布
は
、
大
き
く
山
東
、
四
川
の
三
眠
蚕
と
広
東
の
四
眠
多
化
性
蚕
及
び
両
漸
を
中
心
と
す
る
江
南
の

四
眠
一
化
性
蚕
に
分
け
ら
れ
る
。
四
眠
一
化
性
蚕
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
蚕
の
原
種
た
る
「
ク
ワ
ゴ
」
に
近
い
三
眠
蚕
に
比
べ
て
給
桑
期

聞
が
幾
分
長
い
が
、
糸
質
、
収
量
共
に
勝
れ
、
明
清
時
代
、
天
下
の
絶
品
と
称
さ
れ
た
「
湖
糸
」
、
「
七
里
糸
」
も
こ
の
蚕
の
繭
に
係
る
。



従
来
、
こ
の
蚕
は
元
代
に
知
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
農
桑
輯
要
醜
は
本
論
で
は
三
眠
蚕
を
扱
い
つ
つ
、
別
に
養
四
眠
蚕

の
項
を
設
け
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
精
や
下
っ
て
、
王
禎
農
書
鳩
農
桑
通
訣
六
、
蚕
繰
篇
第
十
五
で
は
、

「
北
蚕
多
是
三
眠
、

南
蚕
倶
是
四
眠
」
と
あ
り
、
確
か
に
江
南
に
お
け
る
四
眠
蚕
飼
育
の
普
及
を
認
め
得
る
。
次
に
宋
代
で
は
、
南
宋
初
期
の
陳
豪
農
書
、

楼
薄
の
耕
織
図
詩
と
も
に
三
眠
蚕
を
扱
う
。
こ
れ
に
対
し
、
北
宋
末
期
、
揚
子
江
北
岸
の
高
郵
の
人
秦
観
の
蚕
書
で
扱
う
蚕
は
四
眠
歪

で
あ
る
。
同
書
は
自
序
に
あ
る
如
く
呉
中
（
江
蘇
省
呉
県
）
の
養
蚕
技
術
を
念
頭
に
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
蘇
州
地
方
で
は
四
眠
蚕

「宋代両漸地方の養蚕業についてJ

が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
南
宋
葉
菌
の
順
適
堂
吟
藁
、
成
、
4

蚕
婦
吟
に
も
「
五
朝
又
報
四
眠
時
」
と
あ
る
。
こ
の
様
に
宋
代
両
漸

で
は
蚕
の
種
類
に
つ
い
て
統
一
性
は
見
ら
れ
ず
、
地
域
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
嘉
泰
会
稽
志
坤
一

虫
部
に
は
次

「
再
蚕
謂
之
原
蚕
、

一
名
貌
蚕
、
以
晩
葉
養
之
（
中
略
）
土
人
謂
之
夏
蚕
、
亦
日
熟
蚕
、
亦
日
晩
蚕
、
白
世
衰
（
中
略
）

の
知
く
あ
る
。

大
抵
春
蚕
多
四
眠
、
徐
蚕
皆
三
眠
」
即
ち
、
春
蚕
は
四
眠
歪
で
あ
り
、
余
蚕
即
ち
夏
蚕
用
に
三
眠
蚕
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
更
に
正
確

を
期
せ
ば
、
四
眠
蚕
は
春
蚕
一
季
で
あ
る
か
ら
一
化
性
で
あ
り
、
三
眠
蚕
は
夏
歪
で
あ
る
か
ら
二
化
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必
ず

し
も
春
蚕
が
皆
な
四
眠
蚕
で
な
か
っ
た
の
は
、
夏
蚕
飼
育
を
予
定
す
る
場
合
、
春
蚕
期
に
四
眠
一
化
性
蚕
と
共
に
三
眠
二
化
性
蚕
の
一

化
期
を
飼
育
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宋
代
両
漸
に
お
け
る
夏
蚕
飼
育
に
就
い
て
は
、
南
宋
、
陸
瀞
の
剣
南
詩
稿
噌
五
五
月
初
作
に
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「
家
人
拾
晩
蚕
」
と
見
え
る
。
以
上
の
知
く
宋
代
両
漸
地
方
で
は
四
眠
一
化
性
蚕
飼
育
は
相
当
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

間
温
暖
育

温
暖
育
と
は
給
桑
期
間
中
、
蚕
室
を
暖
房
す
る
育
蚕
法
で
あ
る
。
そ
の
効
果
は
山
外
気
温
が
低
い
時
、
適
温
を
保
ち
蚕
の
発
育
を
促

し
凶
冷
湿
を
予
防
し
て
蚕
病
の
発
生
を
少
く
し
間
給
桑
期
聞
を
短
縮
し
農
事
と
の
競
合
を
防
ぐ
と
共
に
成
繭
を
斉
一
な
ら
し
め
る
世
帯
で

あ
る
。
こ
う
し
た
蚕
室
の
温
度
と
蚕
の
生
長
と
の
関
係
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
斉
民
要
術
に
既
に
見
え
て
い
る
。
陳
豪
農
書
は
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特
に
用
火
採
桑
之
法
篇
を
設
け
て
詳
論
し
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
づ
、
持
ち
運
び
可
能
な
小
鑑
を
作
る
。
櫨
に

（

叫

）

は

白

川

し

火
を
起
す
時
は
必
ず
室
外
で
行
い
、
火
気
が
十
分
熟
し
た
と
こ
ろ
で
、
穀
灰
で
蓋
い
暴
烈
い
炎
が
出
な
い
様
に
し
た
上
で
蚕
室
に
入
れ

る
。
蚕
が
桑
葉
を
喰
い
始
め
れ
ば
火
を
進
め
、
喰
い
終
れ
ば
退
け
る
。
こ
の
様
に
す
れ
ば
、
傷
火
、
熱
蒸
の
患
が
無
い
と
す
る
。
農
桑

一
に
原
因
す
る
。

「
始
摘
不
斉
、
則
苗
出
不
斉
、
蚕
之
眠
起
遂
分
数
等
、
有
正
眠
者
、
有
起
而
欲
食
者
、
未
眠
者
放
食
不
斉
、
此
所
以

輯
要
鵬
養
蚕
、
涼
暖
総
論
も
略
ぽ
同
内
容
で
あ
る
が
、
唯
だ
農
桑
輯
要
が
「
大
眠
後
宜
涼
」
と
す
る
の
に
対
し
、
陳
事
農
書
碍
接
箔
蔵

繭
之
法
篇
第
五
は
「
微
以
熟
灰
温
之
、
待
入
綱
、
漸
漸
加
火
、
不
宜
中
報
、
相
冷
即
瀞
糸
亦
止
」
と
あ
り
、
上
接
時
の
加
暖
を
説
く
。

北
方
の
屋
外
旗
に
対
し
、
江
南
で
は
屋
内
鎮
の
上
に
更
に
暖
を
加
え
て
い
る
点
、
江
南
の
温
暖

ιpは
単
な
る
収
穫
の
安
定
に
止
ま
ら

な
い
積
極
的
意
図
を
感
ビ
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
荘
紳
の
鶏
肋
篇
坤
に
は
「
南
人
養
蚕
、
室
中
以
燐
火
逼
蚕
、
欲
其
早
老
而
省

食
」
と
あ
り
、
そ
の
意
図
が
給
桑
期
間
の
短
縮
即
ち
一
定
の
葉
料
に
依
る
最
大
限
の
収
穫
に
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(3) 
採

種

陳
募
農
室
回
碍
育
蚕
之
法
篇
第
三
の
冒
頭
に
は
「
凡
育
蚕
之
法
、
須
自
摘
種
、
若
買
種
鮮
有
得
者
何
突
」
と
あ
る
様
に
、
自
家
採
種
を

（必）

勧
め
、
買
種
の
利
無
き
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
凡
欝
与
人
皆
首
尾
前
後
不
斉
者
」
と
あ
る
様
に
、
購
入
蚕
種
の
採
種
時
期
の
不
斉

得
失
相
半
也
」
と
あ
り
、
採
種
時
期
が
不
斉
一
で
あ
れ
ば
、
発
蟻
、
眠
起
、
放
食
ま
で
不
揃
い
に
な
り
、
遂
に
は
得
失
相
い
半
ば
す
る

結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
若
自
摘
種
、
必
択
繭
之
早
晩
者
、
則
蛾
出
亦
斉
突
」
と
述
べ
、
採
種
に
先
立
ち
造
繭

時
期
の
早
晩
に
依
っ
て
択
繭
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
己
む
を
得
、
ず
出
蛾
時
期
の
異
な
る
母
蛾
を
用
い
る
場
合
は
「
其
収
種
者
、
取

参
差
米
斉
之
時
、
別
紙
摘
之
、
及
正
中
開
放
子
斉
時
、
又
別
作
一
紙
摘
之
、
及
末
後
放
子
梢
遅
、
又
別
作
一
紙
摘
之
」
と
あ
り
、
前
、

中
、
後
三
期
に
分
け
各
々
別
紙
に
採
種
し
「
中
間
斉
者
、
留
以
自
用
」
と
あ
り
、
中
間
に
揃
う
も
の
を
自
家
用
に
充
て
、
前
、
後
の
揃



わ
な
い
も
の
は
、
前
述
の
如
く
売
却
す
る
。
蚕
種
の
売
買
は
、
唐
代
山
東
地
方
か
ら
越
州
へ
蚕
種
を
売
り
に
来
る
者
が
あ
っ
た
と
り
7

（

H
H）
 

話
も
あ
り
、
宋
代
両
斯
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
南
宋
、
呂
南
公
の
濯
園
集
問
、
和
次
道
村
田
歌
に
は

「
蚕
蛾
己
撒
明
年
卵
」
と
見
え
、
南
宋
、
洪
蓮
の
夷
堅
丁
志
、
張
翁
殺
蚕
に
は
、
桑
葉
の
価
格
の
高
騰
に
乗
じ
蚕
を
殺
し
て
桑
を
売
る
男

「
殺
蚕
、
明
年
難
得
種
」
と
し
て
密
か
に
二
箕
の
蚕
を
残
す
そ
の
妻
の
話
も
あ
り
、
自
家
採
種
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

と

お

り

わ

「宋代両漸地方の養蚕業についで」

以
上
、
検
討
し
て
き
た
所
か
ら
も
既
に
明
ら
か
な
様
に
、
宋
代
両
斯
地
方
の
養
蚕
技
術
は
、
同
時
代
他
地
方
に
比
較
し
て
相
当
進
ん

だ
も
の
で
あ
り
、

「
江
南
型
」
の
技
術
体
型
に
関
し
て
も
略
ぼ
そ
の
原
型
の
完
成
を
確
認
で
き
た
。

栽
桑
部
門
で
は
、
桑
の
品
種
の
多
様
化
、
就
中
、
湖
桑
の
出
現
、
接
木
技
術
の
完
成
、
施
肥
、
男
伐
整
枝
技
術
を
内
容
と
す
る
集
約

的
桑
樹
栽
培
の
実
施
に
依
っ
て
、
良
質
の
葉
料
と
そ
の
安
定
し
た
収
穫
を
も
た
ら
し
た
。
唯
だ
、
明
清
時
代
の
桑
圃
が
平
野
部
に
発
達

し
て
い
た
の
に
対
し
、
宋
代
で
は
主
に
山
麓
帯
に
拓
か
れ
て
わ
り
、
こ
の
こ
と
は
低
樹
幹
密
植
栽
培
の
完
成
が
明
代
ま
で
遅
れ
た
こ
と

に
も
関
連
す
る
。
育
蚕
部
門
で
も
、
四
眠
一
化
性
蚕
飼
育
の
普
及
、
温
暖
育
の
実
施
は
、
良
品
質
の
生
糸
を
産
す
る
基
礎
と
な
り
収
穫

の
安
定
を
も
た
ら
し
た
。
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註（
l
）
天
野
元
之
助
氏
「
中
国
の
養
蚕
考
」
『
中
国
農
業
史
研
究
』
、
周
匡
明
氏
「
鳩
祖
発
明
養
蚕
説
考
異
」
『
科
学
史
集
刊
』
第
八
期

（

2
）
章
構
氏
「
我
国
蚕
業
発
展
概
述
」
『
農
史
研
究
集
刊
』
第
二
冊
。

（

3
）
中
山
八
郎
氏
「
唐
末
ま
で
の
濁
錦
生
産
」
『
一
橋
論
議
』
三
十
二
の
四
。

（

4
）
加
藤
繁
氏
、
『
支
那
経
済
史
概
説
』
、
衣
料
生
産
。
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（
5
）
斯
波
義
信
氏
、
『
宋
代
商
業
史
研
究
』
、
第
三
章
第
二
節
絹
織
物
。

（6
）
西
嶋
定
生
氏
「
十
六
、
七
世
紀
を
中
心
と
す
る
中
国
農
村
工
業
の
考
察
」
『
中
国
経
済
史
研
究
』
O

（
7
）
上
原
重
美
氏
、
『
支
那
蚕
糸
業
大
観
』
、
藤
本
実
也
氏
、
『
支
那
蚕
糸
業
研
究
』
。

（8
）
斯
波
義
信
氏
前
掲
書
。
柳
田
節
子
氏
、
「
宋
代
の
養
蚕
農
家
経
営
1
江
南
を
中
心
と
し
て
」
『
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
議
』
。

（9
）
周
藤
吉
之
氏
、
『
中
国
土
地
制
度
史
研
究
』
、
五
二
四
頁
。

（
日
）
斯
波
義
信
氏
前
掲
童
宍
一
一
八
七
頁
。

（
日
）
「
湖
桑
葉
円
而
大
、
津
多
而
甘
、
其
性
柔
、
其
燦
脆
、
其
幹
不
高
挺
（
中
略
）
仕
時
桑
為
桑
む
骨
、
而
難
於
移
種
」
清
、
衛
木
一
、
蚕
桑
翠
編
球
。

（
ロ
）
藤
本
実
也
氏
前
掲
書
、
八
二
頁
、
周
匡
明
氏
「
我
国
桑
樹
嫁
接
技
術
的
歴
史
演
変
」
『
科
学
史
集
刊
』
第
九
期
、
尚
、
周
氏
に
は
別
に
「
湖
桑
起
源
問
題

的
研
究
」
の
論
文
が
あ
る
が
、
所
収
誌
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
日
）
明
、
沈
氏
農
書
、
運
田
地
法
に
「
又
有
一
種
火
桑
、
較
別
早
五
六
日
」
と
あ
る
。
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、
六
四
頁
。

（H
H

）
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
両
氏
、
『
校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』
、
一
一
一

O
頁。

（
日
）
明
、
宋
応
星
、
天
工
開
物
団
、
乃
服
に
も
「
嘉
湖
用
枝
篠
垂
圧
」
と
見
え
、
天
野
一
光
之
助
氏
、
『
支
那
農
村
篠
記
』
、
九

O
頁
に
も
無
錫
地
方
に
お
け
る

圧
線
法
の
盛
行
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
永
楽
大
典
4
i
r
F
一
、
呉
段
、
種
婆
必
要
。

（
U
）
光
緒
寓
陽
県
志
一
一
一
、
物
産
。

（
時
）
西
山
武
一
氏
、
『
ア
ジ
ア
的
農
法
と
農
業
社
会
』
、
一
一
七
頁
、
棟
恒
力
氏
、
『
補
農
書
研
究
』
、
二
三

O
頁。

（
四
）
陳
事
農
書
に
お
け
る
基
本
肥
料
で
「
糞
池
に
糞
汁
（
人
糞
尿
が
主
か
）
を
貯
え
、
藁
糖
落
葉
を
土
、
灰
と
と
も
に
焚
い
た
の
に
沃
い
で
積
貯
し
、
飾

っ
て
種
子
と
混
じ
、
あ
る
い
は
ま
た
追
肥
と
す
る
」
西
山
武
一
氏
、
『
ア
ジ
ア
的
農
法
と
農
業
社
会
』
、
一
一
七
百
円
。

（
加
）
周
藤
吉
之
氏
、
『
宋
代
経
済
史
研
究
』
、
九
五
頁
、
桑
園
へ
の
挿
入
に
就
い
て
は
、
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、
七
九
頁
、
藤
本
実
也
氏
前
掲
書
、
八

O
頁。

（
幻
）
「
山
東
省
の
桑
樹
は
尋
問
木
態
で
」
「
樹
の
太
さ
三
四
尺
か
ら
高
さ
つ
一
四
十
尺
に
及
ぶ
」
こ
れ
に
対
し
江
蘇
・
淑
江
の
桑
は
中
刈
、
高
刈
に
仕
立
て
ら

れ
て
い
る
。
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、
六

O
三
l
六
一
二
、
六
二
頁
。

（
忽
）
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
両
氏
、
『
校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』
、
一
一
一
一
頁
。

（
お
）
陳
恒
力
氏
前
掲
書
、
一
八
七
頁
。

（M
）
呉
自
牧
、
夢
梁
録
崎
一
所
載
の
拳
桑
を
以
っ
て
拳
式
仕
立
法
の
起
源
と
な
す
説
（
周
匡
明
氏
「
我
国
桑
樹
嫁
接
技
術
的
歴
史
演
変
」
『
科
学
史
集
刊
』
第



「宋代両漸地方の養蚕業について」

九
期
）
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
沈
氏
農
書
を
以
っ
て
鴫
矢
と
な
す
説
を
採
る
（
章
楢
「
古
農
書
記
載
的
桑
樹
勢
伐
整
枝
」
『
科
学
史
集
刊
』
第
八
期
）
。

江
蘇
で
は
株
問
、
行
聞
は
大
体
三
尺
、
漸
江
で
は
五
l
六
尺
で
あ
っ
た
。
天
野
元
之
助
氏
、
『
支
那
農
業
経
済
論
』
坤
、
七

O
四
頁
。

（
お
）
農
桑
輯
要
当
、
栽
桑
、
科
研
。

（
お
）
地
桑
法
と
は
、
一
種
の
掃
木
法
で
、
挿
木
と
異
る
の
は
移
植
を
予
定
せ
ず
、
臨
時
的
葉
料
供
給
源
と
す
る
も
の
。
農
桑
輯
要
当
、
栽
桑
、
地
桑
。

（
幻
）
周
藤
吉
之
氏
、
『
宋
代
経
済
史
研
究
』
、
七
八
頁
。

（
お
）
斯
波
義
信
氏
前
掲
書
、
三
二
六
頁
。

（mm
）
南
宋
、
厳
州
図
経
骨
、
風
俗
「
今
観
之
、
州
境
山
谷
、
居
多
地
狭
且
癖
、
民
貧
而
沓
、
穀
食
不
足
、
仰
給
官
州
、
惟
蚕
是
務
」
、
宋
会
要
輯
稿
、
食

貨
七
O
、
嘉
定
七
年
十
一
月
十
八
日
の
燦
等
参
照
。

（
ω）
嘉
泰
呉
興
志
一
一
二
に
は
、
絹
、
綾
、
鯛
、
紗
、
糸
、
都
の
産
地
と
し
て
武
康
、
安
吉
両
県
を
挙
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（
出
）
宋
代
両
漸
で
は
、
産
米
地
と
機
業
地
と
の
間
で
地
域
間
分
業
が
行
わ
れ
て
い
た
ご
と
に
つ
い
て
は
、
斯
波
義
信
氏
前
掲
書
、
二
八
三
頁
参
照
。

（m
M
）
明
清
時
代
の
両
漸
地
方
の
養
蚕
業
に
就
い
て
は
、
田
中
正
俊
、
佐
伯
有
一
両
氏
「
十
六
、
七
世
紀
中
国
農
村
の
製
糸
、
絹
織
業
」
東
洋
経
済
新
報
社
、

『
世
界
歴
史
講
座

I
』
、
寺
田
隆
信
氏
「
明
代
蘇
州
平
野
の
農
家
経
済
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
、
十
六
の
一
、
桑
圃
と
稲
田
と
が
交
錯
し
て
営
な
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
天
野
元
之
助
氏
の
『
支
那
農
村
襟
記
』
、
八

O
頁
の
地
図
参
照
。

（
お
）
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、
九
九
、
六
一
六
、
七
五
七
、
九
一
四
頁
。

（
鈍
）
石
森
産
人
氏
、
『
蚕
パ
』
四
l
六
頁
。

（
お
）
太
田
英
蔵
氏
「
天
工
開
物
の
機
織
技
術
」
『
天
工
開
物
の
研
究
、
』
一
一
三
1
一
一
四
頁
。

（
お
）
太
田
英
蔵
氏
前
掲
論
文
。
尚
、
同
氏
は
四
眠
蚕
の
起
源
を
「
北
方
で
飼
わ
れ
た
三
眠
の
も
の
を
、
嘉
湖
地
方
で
四
眠
に
育
て
上
げ
種
の
固
定
に
成

功
し
た
」
ら
し
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
宋
代
以
前
、
江
南
で
そ
の
飼
育
が
知
ら
れ
て
い
た
四
眠
多
化
性
蚕
（
天
野
元
之
助
氏
「
中

国
の
養
蚕
考
」
）
を
化
性
変
形
し
て
一
化
性
化
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
初
出
）
養
四
眠
蚕
の
項
は
、
極
く
簡
単
な
説
明
を
附
す
の
み
で
、
他
項
目
と
異
な
り
務
本
新
書
等
の
北
方
系
農
書
か
ら
の
転
引
で
な
い
事
か
ら
、
重
刻
の
際

（
延
祐
年
間
）
増
添
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
野
元
之
助
氏
、
コ
冗
司
農
司
「
農
桑
輯
要
」
」
、
『
中
国
農
業
史
研
究
』
、
四
八

O
頁。

（
羽
）
同
書
、
自
序
に
は
「
今
予
所
書
、
有
与
呉
中
蚕
家
不
同
者
、
皆
得
之
克
人
」
と
あ
る
。
究
州
を
含
む
山
東
地
方
で
三
眠
蚕
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
は

前
述
の
如
く
で
あ
る
。

（
鈎
）
春
蚕
に
四
眠
一
化
性
蚕
を
飼
育
し
、
夏
蚕
を
飼
育
す
る
場
合
は
そ
の
一
化
期
を
春
蚕
期
に
同
時
に
飼
育
し
て
い
た
。
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、
九
九
頁
。
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（
紛
）
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
両
氏
、
『
校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』
、
一
一
一
五
頁
。

（
叫
）
近
代
、
漸
江
地
方
で
は
、
同
様
の
方
法
を
「
埋
薪
法
」
と
呼
ん
で
い
る
。
上
原
重
美
氏
前
掲
書
、

（
必
）
明
、
徐
献
中
、
呉
興
掌
故
集
珪
一
、
風
俗
に
は
「
薪
炭
湖
所
産
、
価
亦
省
於
他
郡
、
湖
人
用
炭
、
止
以
供
蚕
事
」
と
あ
る
。

（
必
）
蚕
種
売
貿
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
清
代
の
農
書
に
も
同
様
の
警
句
が
見
え
る
。
王
日
偵
、
湖
蚕
述
問
、
生
蛾
「
但
欝
種
之
家
唯
利
是
図
、
恒
以
不
中
為

繭
生
之
（
中
略
）
故
育
蚕
者
当
自
留
蚕
生
子
、
不
可
有
且
買
種
也
」

（
川
叫
）
唐
、
張
彦
遠
、
法
書
要
録
清
、
唐
何
延
之
蘭
亭
記
。

一O
八
頁
。

（
大
学
院
学
生
）


